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大きな入れ物が用意出来ない時は数回に分けて洗浄します。 
大きな水槽を用意します。 

ここでは水槽として9ｋｇの洗濯機を使っています。洗濯機以外

では浴槽や大型のバケツなど使えます。。 

 

２ 

 

 

 
 

ぬるま湯を使った方が洗浄力がアップします 
スーパーバイオを溶かします。 
洗濯機なら数分間だけ洗濯機を回して溶かします。この時は排

水しないように注意します。浴槽やバケツの時は棒などでかき混

ぜます。水10リットル当たり10ｇを目安にします。 

 

 

 

３ 
 

 

 

 

 
 

浸ける時間を短くするには部分洗いをしておきます。 
３０分浸けて置きます。 
浸ける時間は汚れ、水温、洗剤量で替わりますが、なれるまで

は30分程度を目安にします。 

 
 

 

４ 
 

 

 

 

軽く１回濯ぎます。 
普通のお洗濯と違ってジャブジャブ濯ぐ必要はありません。防具 

全体が水に浸かるようにして数分後に排水したら完了です。 

軽く押し洗いすれば1分位で濯ぎが終わります。 

濯ぎの時に色が出ますが、染めの特性ですから色が出なくなるま

での濯ぎは必要ありません。 

 
 

 

 

５ 
 

 

 
 

 

 

脱水して干します。 
洗濯機の場合は篭手、袋類の小物は２０秒ほど脱水します。 

面や胴は洗濯機で脱水しないで、水を抜いてから風通しの良い

外に陰干します。 

日差しの強い場所で干すと繊維が固くなります。また紫外線で

色汗しやすくなります。 

 

６ 
 

 

 

 

ワンポイントアドバイス 
繊維の奥まで洗浄しないと、しばらくしてまた匂いが出ることがあ

ります。この場合は再度、スーパーバイオで洗浄します。 

または、これを防止する方法としてみょうばん水を濯ぎの時に入

れます。みょうばん水は色の出を止める効果もあります。 

みょうばんは、温泉に含まれている安全性の高い成分です。 

 スーパーバイオで防具洗い（洗濯機を使った例です。浴槽などでも出来ます） 



４ 
 

浸け置きで 
 
頑固な汚れは浸け置きで落とします。 

スポットの使用量は、水やぬるま湯に軽く混ぜて泡が出る量です。 

すすぎは、軽く水を通すだけで十分です。 

 

古い汗ジミや黄ばみが取れない場合は別売の＠スーパーバイオをお試

し下さい。 

 

５ 
 

お洗濯で 

 
最初に水やお湯を入れてからスピードスポットを入れます。 

泡が充分に立った状態が最適な洗剤量になります。 

 

泡立ちが良いので入れすぎに注意してください。 

 

 

 

６ 
 

住まいの清掃に 
 

汚れに応じて原液から100倍と薄めて使えます。 

 

タバコのヤニ、油汚れは原液をスプレーします。 

ガラスなどは100倍に薄めて使います。 

消臭効果もありますから、幅広く住まいの清掃に使えます。 

 

部分洗いや、しみ抜きにお試しください。 

１ 
 

大きい面積のシミ抜きは 
 

シミ全体にスプレーして充分に濡らしてください。 

色落ち、毛羽立ちに注意してブラッシングします。 

すすぎは軽く水を通すだけで十分です。 

 

２ 

 

小さい面積のシミ抜きは 

 

スプレー容器のままでは使いにくいので小さな容器に移し替えてご使用

下さい。 

 

シミ部分を指で揉んだり、小さなブラシで処理します。 

すすぎは軽く水を通すだけで十分です。 

 

 

 

 

３ 
 

部分処理は 
 

エリや袖などは小さな容器で濡らしてからブラッシングします。 

ブラッシングでシミが取れたら、すすぎは軽く水を通すだけで十分です。 

 

シミが残る場合は、再度塗布してからお洗濯します。 


